
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価
重点に対する
総括コメント 評価 コメント 評価 コメント

各取り組みの結果分析に基
づいた指導の充実と、教員
の学習指導力の向上を図
る。

・全国学力・学習状況調査に
おける東京都の中央値以上
60％
・取組見直しを年度に1回以
上実施

60% 60% B

・数学62％で目標を達成する
ことができた。国語は57.1％
で未達成となった。
・課題の検討し、今後の取組
の見直しを行っている。

B Ｂ

・国語の目標未達成は次年度の課題
として取り組む。
・江戸川区学力向上PT実践は計画的
に実践することができた。 Ｂ

/次年度以降200字作文
を中心に実践していく。

・放課後補習教室の拡張事業
（数学・英語）の充実
・数学総合検定を活用した放課
後補習教室と教員連携指導

・放課後補習授業の実施
130回以上
・数学総合検定1，2年2
単元以上実施 40% 100% B

・９月末までの回数は５５回
である。
・数学総合検定は１１月より
実施する。 B Ｃ

・放課後補習教室は年度末までにお
およそ計画通りの回数で実践できて
いる。しかし、参加人数が少なく、
次年度の課題となる。
・数学総合検定は計画的に実践でき
た。

Ｃ

・次年度は回数ではな
く、参加人数に焦点をあ
てて、実態より成果や課
題を模索し対応してい
く。

江戸川っ子　読書科コン
クールの参加と、ビブリオ
バトルの充実実践。

・各学年ビブリオバトル
年間1回以上の実施
・よむYOMUワークシー
ト30回実施

60% 100% A

・ビブリオバトルは３学期実
施予定
・よむYOMUワークシート
は、前期１５回は計画的に実
施できた。

A A

・ビブリオバトルの実践は計画的で
あったが、学年ごとの取組であった
ため、次年度は中間評価をうけ学校
全体でより一層計画的に実践する。

A

学力調査において得点にはつな
がっていないが、授業の様子な
どを拝見すると、しっかりと実
践できていた。

・学校として組織的な集
約と計画を行い、実践は
学年単位で行っていく。

令和６年度、令和6年度東
京都体育健康教育推進校に
係る校内研修を充実させる

・ICT研修等指導力向上
研修を年間5回以上実施

70% 90% A

・ICT研修の全体会は１０月初
旬で３回実施できている。
・スキルだけでなく、授業力
向上にもつながる授業研究を
実施している。

A A

・本校におけるICＴ活用は概ねしっ
かり取り組むことができ、実践でき
る教員も増えてきた。
・ICT支援員の専門性も向上させ、
より一層の充実を図る。

・ICT支援員の専門性の
向上も期待し、より実践
的な内容に取り組んでい
く。

令和5年度、令和6年度東京
都体育健康教育推進校に係
る授業研究を充実させる

・研究授業1回以上実施
・授業研究3回以上実
施。

70% 90% A

・国語、保健体育、理科の３
教科で実施。今後も計画的に
授業研究を実践する。
・研究授業においては、現在
検討中。

A A

設校舎における、体力向上
に向けた環境整備の実践す
る。

・屋内トランポリンの設
置。
・ラダーの常設 90% 100% A

・５月段階でトランポリン・
ラダーの設置完了。
・追加で握力関係のアイテム
も設置完了 A A

教員組織の生徒情報共有を
活発化させ、授業ユニバー
サルデザインの整備を整え
る。

・校内特別支援部会を年
間30回以上実施
・生活指導部会での生徒
情報共有30回以上

50% 80% A

・特別支援部会９月末日まで
13回実施
・生活指導部会９月末まで１
５階実施 A A

・教育課題としてしっか
りと実践していく。

鹿本学園との間接交流の充
実を図る。

・紙面交流年間2回以上
・取組アナウンス2回以
上

80% 50% B

・紙面交流に関しては毎月紙
面交流を実施している
・校内周知取組に関しては、
今後実施予定

B B

・次年度は、関係者委員
会の期待を含め、アナウ
ンスの充実を図ってい
く。

特別支援教室巡回拠点校と
しての情報発信

・拠点校だより作成　年
間3回（各学期最低1回以
上） 60% 70% A

・９月末までに３回発行済み
のため、本年度発行５回を目
標と再設定する。 A B

・拠点校だよりの発行回数は計画的
に行った。ただ、内容に関してはよ
り充実させていく必要がある。

・内容にもこだわり、他
の拠点校だよりを参考に
充実を図っていく。

・2月4日に江戸川区研究主任連絡会
で成果等における2年間の実践を報
告させていただいた。実践の意義を
受け止め、今後も活用していきた
い。

・特別支援部会、生活指導部会において
は30回を達成した。内容も適切に行い、
早期発見、早期対応につなげることがで
きた。
・特別支援部会に特別支援教室の教員、
sc（スクールカウンセラー）ssw（ス
クールソーシャルワーカー）が参加する
ことで、より専門的、実践的な合意形成
や、合理的配慮の充実を図ることができ
た。
・鹿本学園に関しては、次年度中間の反
省を受け、より一層アナウンスを心がけ
ていく。

・東京都体育健康教育推
進校としての取組は、本
年度で終了となる。次年
度以降は、経験より培っ
た取組をブラッシュアッ
プし実践していく。

　想いを文字に起
こす教育を大切に
していっていただ
きたい。今後ビブ
リオバトル等の機
会を生かし、より
一層、言語化・文
字化の能力を伸ば
していってもらい
たいと考える。

「中間」
学校関係者評価(A～D)

昔と比較すると公
園の減少、広場等
の使用方法の制限
など、自然と生徒
が体力を向上させ
ることが難しい世
の中になってき
た。また、仮設校
舎の状況を考える
と。計画的な実践
は大切だと考え
る。是非本年度の
成果をまとめ、今
後に生かしていっ
てもらいたい

　鹿本学園との取
り組みは、とても
素晴らしい実践な
ので、是非積極的
なアナウンスを図
り、よりよい共生
社会の実現につな
げる取組にして
いってもらいた
い。

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

積極的に実施して
もらいたい

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和6年度　江戸川区立葛西第二中学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
・　自ら進んで学ぶ生徒になろう
・　あたたかい豊かな心の生徒になろう
・　健康でたくましい生徒になろう

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

生徒が喜んで活動し、一人ひとりの確かな学力や個性、社会性を伸ばし保護者・地域から信頼される学校
本校で学ぶことに誇りをもち、主体的に粘り強く、豊かな社会性や思いやりをもった生徒
生徒一人ひとりの成長やそれを支える教育活動に最大の努力を惜しまない教師

前年度までの本校の
現状

①教職員の情報共有を一層円滑に実践し、教育活動の多くを新型コロナ以前の状態に戻すことがで
きた。
②校舎改築による令和６年度からの学校生活に対する不安を払拭するため、目標と見通しを定めた
教育活動の実践を図り、大きな混乱のない年度を終えることができた。

①本校での勤務歴が長い教員の多くが定期異動となるため、次年度の教育実践への組織的対応が求められる。
②上記内容に準じ、各教育活動における質の維持、向上が課題である。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標

達成度
「年度末」

学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた
改善案

コメント

体
力
の
向
上

適切な取り組みと
評価だと思う。

今後の声掛けをよ
りよくしてもらい
たい。

適切な取り組みと
評価だと思う。

「教員の学習指導力向上と
生徒の学力向上」
〇全国学力・学習状況調
査・江戸川区学力調査の活
用

「CD層の学力向上に向け
た取り組み」
〇放課後補習教室
〇数学総合検定

「東京都体育健康推進
校」の充実実践
〇教員の指導方法の工
夫改善

「東京都体育健康推進
校」の充実実践
〇教員の指導力向上

「生徒の体力向上」
〇運動機会の充実

学
力
の
向
上

もう少し頑張って
取り組んでももら
えればと思う。

適切な取り組みと
評価だと思う。

「読書科の更なる充実」

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

「合意形成と合理的配
慮の充実実践」
〇組織的情報共有の充
実

適切な取り組みと
評価だと思う。

「復籍交流の充実」 適切な取り組みと
評価だと思う。

「特別支援教室のス
ポークスマン活動」

適切な取り組みと
評価だと思う。

国語ににおける対応は、課題を
明確にし、取り組んでいただき
たい。
CD層の学力向上については、区
の施策も活用しながら、取り組
んでもらいたい。
1年間でできることには限りが
あるが、努力を継続していって
もらいたい。

2年間の成果を見届け、様々な
成果や課題が明確化されてきた
と思う。それらに音づく実践
を、今後も大切に教育活動に生
かしていってもらいたい。
仮設校舎でも工夫を凝らして結
果を出せたことは評価してい
る。

A

・校内における共生社会の実現
に対する取組は評価することが
できる。ただ、ゴールがないの
で、今後も適切に組織的な取り
組みをしていってもらいたい。
・人間相互において支援しあえ
る実践力を身に付ける過程にこ
そ重要であり、共生社会の実現
に向け学校はよく取り組んだと
考える。
・学校間交流である鹿本学園と
の復籍交流は次年度よりよいも
のにしていってもらいたい。

A



校内不登校対策委員会と校内特別支
援部会の連携による未然防止、早期
対応
校内いじめ対策委員による適切な実
態対応

・校内特別支援部会を年
間30回以上実施
・生活指導部会での生徒
情報共有30回以上 50% 70% A

・特別支援部会９月末まで１
４回実施
・生活指導部会９月末まで１
５回実施 A B

・教育課題として、しっ
かりと取り組んでいく。

・全員面接の実施
・教職員に対する研修の充実
・民生委員会との情報共有

・生徒全員面接12月までに
実施
・研修年2回以上
・民生委員との会議1回以上

60% 80% A

・教員研修実施済み
・１年生生徒の動画視聴は実
施済み
・聞き取りは１２月までに実
施予定 A A

・生徒の実情を確認し、
ＳＳＷとの連携を密に適
切に対応していく。

・SC(スクールカウンセ
ラー）による全員面接
・本年度からのSC複数配置

全員面談実施　7月まで
・SC滞在　週2回程度

90% 90% A

・SC全員面接は計画通りに実
施済み
・SC複数配置、行内体制の構
築も大方完了 A A

・ＳＣの複数配置は、生徒対応にお
いて大変効果的であった。そのた
め、計画においては十分に達成する
ことができた。 A

・学校の教員以外にも相談でき
る大人がいることは大切なこ
と。今後も適切な対応を継続し
ていってもらいたい。

・次年度もＳＣの副酢配
置を希望するとともに、
本年度の成果を受け、適
切な運営につなげてい
く。

土曜授業（行事含む）の学
校公開などを学校HP、
TETORUでの参観呼びかけ
る

土曜日学校公開（行事含
む）年5回以上
参加状況の報告を学年だ
よりなどで発信

90% 90% A

・土曜授業３回、運動会１回
の４回実施。来校者人数は
「学校だより」で周知を行っ
ている。 A A

・計画的な実践を図ることができ
た。
・TETORUと学校HPの両輪は強い
アナウンス力として効力を確認する
ことができた。

・次年度もICTの活用を
保護者や地域への発信
ツールとして活用してい
く。

学校生活や食育に係る給食
の情報など、学校生活を積
極的に発信していく。

学校HPアクセス数
「目標15000」
「指標13000」 65% 100% A

・学校HP
９月末までの閲覧件数
９７.411アクセス

A A

・HPのアクセスは現段階（2月）で
目標の15000アクセスを達成する
ことができた。

・本年度も目標達成を継
続維持していく。

学校関係者評価委員会、学
校評議員会、PTA本部役員
会の内容広く発信していく

評議員　年3回
PTA本部役員会　年10回以
上
関係者評価委員会　適宜 60% 100% B

・評議員会第２回を１０月実
施予定
・PTA本部役員会５回実施
・関係者評価委員会３回実施 A A

・PTA、評議員会ともに計画的に遂
行することができた。
・良い関係のなかで、様々な意見を
交わし、健全的な運営を行うことが
できた。

・PTA広報誌においても
スポークスマン活動の一
環として活用していく。

「プライド８」とし、愛校
心や自己実現に向けて行動
できる生徒を育成してい
く。

学校だより年間発行数30
回以上で、「プライド
８」の取組を発信してい
く。

60% 90% A

・学校だより１７号発行済み
・プライド８特集は「第１
号」と１０月、３月発行号に
掲載予定。 A A

・学校だよりは2月4日発行で27号
であるため、目標値は達成できると
考える。
・プライド8は適切に浸透してきて
いると考える。

・学校だよりの発行数、
学年だよりの週1発行を
働き方改革とバランスを
取りながら計画してい
く。

・校内、校外のボランティ
ア活動への参加を呼び掛
け、参加生徒の意欲を向上
させる。

・校外ボランティア（自
転車盗難0・地域運動会
など）への参加累計生徒
人数200名以上

30% 80% C

・自転車盗難0　２５名
・宇喜田・小島地区区民運動
会１８名
・葛西まつり　２２名（予
定）

A A

・本年度新たなボランティア協力要
請に対し、適切に対応することがで
きた。また、校内ボランティア「花
いっぱい運動」も行い、多くの生徒
が校内緑化、環境整備に協力した。

・人数にこだわらず、積
極的にボランティアに参
加する生徒を育んでい
く。

・外部人材を活用し、生徒
の情操教育の充実をはか
る。

・「二胡演奏会」1回
・「ミュージカル俳優に
よるコンサート」1回 - 100% -

・今後計画的に実施予定

B A

・計画的な実践が図れている。本校
の特色ある教育活動の一役として、
生徒の情操教育の成果とすることが
できた。

・本年度の成果を次年度
の学校運営方針に取り組
み、適切に実践する。

・特別支援部会、生活指導部会において
は30回を達成した。内容も適切に行い、
早期発見、早期対応につなげることがで
きた。
・特別支援部会では、生徒の実態を把握
し、適切な支援につなげることができ、
いじめの未然防止にもつながることで、
生徒各々の本質的な困難以上に困難にな
ることを予防できたと考える。
・ヤングケアラーについては、生活指導
部会、特別支援部会の双方で共通認識を
深め、対応することができた。

適切な取り組みと評価だと思う。

どんどん取り組んでもらいたい

TETORUの連絡が明確で助かってい
る。

　ボランティア参
加人数を目標にす
ることは良いが、
大切なことは生徒
が積極的にボラン
ティアに参加して
いるという実績だ
と考える。地域と
して、生徒の協力
は本当に助かって
いる。

　学校の実情にお
いて、教員が責任
感をもって取り組
む姿勢を示してい
ることは理解でき
る。そのうえで、
民生委員をはじ
め、地域の力を活
用し、より未然防
止・早期発見、早
期対応を実践して
いってもらいた
い。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

適切な取り組みと
評価だと思う。

必要なことなの
で、しっかり取り
組んでもらいたい
全員実施は大変だ
が、相談しやすく
なる。

「未然防止のための取
組（生徒の心のケア対
応）」

生徒とSCとのつ
ながりの第１歩と
してとても期待で
きる。

組織的にいじめ、不登
校生徒の対応実施を
図っていく。

ヤングケアラーにたい
する教職員の理解を深
め、適切な実践を図る

葛西第二中学校で学ぶ
事に誇りを持ち、向上
心と自立心を持った生
徒の育成

適切な取り組みと
評価だと思う。

オフィシャルボラン
ティアの充実実践

適切な取り組みと
評価だと思う。

情操教育の充実 とても良い取組で
応援している。

・生徒のボランティア参加に関
しては、地域としても助かって
いる。生徒の成長の成長も確認
でき、今後もよりよい教育活動
を実践していってもらいたい
・プライド8の実践は、学校で
の生徒の様子をとおして拝見す
ることができている。

A

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

「土曜日の充実」
〇学校公開、道徳授業
地区公開講座、各種行
事の充実

「スポークスマン活動の充実
１」
学校HP・各便りの充実（教育
活動の発信）

「スポークスマン活動の充実
２」
学校HP・各便りの充実（教育
や改築に関する会議の発信）

いじめや不登校における課題は
今後もしっかりと取り組んでも
らいたい。地域としても協力を
していく。学校の状況を適切に
報告してくれることで、取組や
実態がわかるため、今後も共有
していってもらいたい。
先生方もよく生徒を見守ってい
るが、今後も継続的に実践して
いってもらいたい。

Ｂ

・学校の情報発信が多いこと
は、保護者にとっても安心がで
きることにつながると考える。
今後も適切に情報を発信し、開
かれた学校を目指しつつ、安全
性を確保していってもらいた
い。
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